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Methane −oxidizing 　bacteria　in　 rice 　paddy　field　ecosystem ： investigation　bycultivation　method 　and 　Fluorescencein

situHybridjzation （FISH ）
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Rice　paddy 　field　isone　ofthe 　major 　sources 　of 　atmospheric 　methane 　and 　methane 一
  xidizing 　bacteria（MOB ）could 　play　an

ilnportant　role 　in　the　mitigation 　of 　its　emission 含om 　paddyfieids．　Based 　on 　phylogenetic，　physiological，　morphological ，
and 　biochemicalcharacteristics，　MOB 　 are 　divided　into　two 　major　subdasses ：theγ

一and α一subclasses 　of 　the　Proteobacteria

anddesignated 　as　type　I　and 　type　II　MOB ，　respectively ．　Studies　based　on　molecularapproaches （PLFA ，　FISH ，　DGGE ，

RFLP ）provided　acc 贓 e　in飾   ation　o跏 伽 MOB 　diversi妙，　co   unitys 甘ucture 舳 bundance　in　rice 　paddy　Helds．

However，山 e　physiological魄 itsand　the　species 　composition 　of 　MOB 　populations　in　this　ecosystem 　are 　notdoc   ented

weli ．　This　study 　aimed 　to　identify　type　1　and 　t）
’
pe　II　MOB 　fセom 　ricefields 　by　cultivation 　and 　

’
FISH　techniques．

Weobtained 　18　MOB 　cultures 　from　floodwater
，
　soi 】，．surface 　seil

，
　rhizosphere 　soil

，
roots

，
　stems 　and 　stumps 　in　a　Japanese

rice 　fie］d．　Based 　on 　tbepmoAsequence 　analysis ，　five　culturesbelonged 　toMethylomonasandMethytocaldum （type　I　MOB ），
and 　thirteentoMethJ ，lo（O♪stis（type 　II　MOB ）．Strain　FW12E −Y ，　c工osely 　related 　toMethylomonasneethaniea

，
　was 　success 血 Ily

jsolated　f｝om 　 the　tloodwater．　 FISH 　appiied 　tothe　compa 舳 ents　using 　group−specific，16S　 rRNA −targeted 　probes
（Ma450 ，M γ84　and 　M γ705）revealedthe 　presence　efboth 　type　J　and 　type　II　MOB ，　although 　the　methods 　of 　cellsextraction

and 　purification　from　the　soil　samples 　needed 　to　be　improved．

Inconclusion，　cultivable 　type　1　and 　type　II　MOB 　were 　present　in　all　the　paddyfield　compartments ．　Further　investigation　is

needed 　to　characterize 　these　novelisolates ，　especially 　the　type　I　MOB ．

asakawa ＠agr．nagoya −u．ac ．jp

1A−2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口 頭発表

イン ドネ シ ア ・マ レ
ー

シ ア の 油ヤ シ プラン テ
ー

シ ョン 土壌 中の 有機物分解と温室効果ガス 生成
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東南ア ジ ア で は ，主要産業 の ひ とつ として 油ヤ シ に よるパ ーム 油産業が あるが ，パ ーム 油製造 過程 で ア ブラヤ シ 空果

房（EFB ： Empty　Fruit　Bunch）が未利 用バ イオ マ ス として 大 量 に 発生 し野外廃棄され て い るため，環境 へ の 影響が問題

視 され て い る，特に，EFB は 炭 素含有率 ・含水率 が 高 い た め ， 野外放置処理 が 土壌微 生物 の 活動を活発化させ ， 有機

物分解の最終生産物の ひ とつ で あるメタンや 二 酸化炭素などの 温室効果ガス 生成を促進させ ることが危惧される．そ こ

で 本研 究 で は ，現地 の EFB 廃 棄状態 ・施 肥 をモ デル とした培養試験 を行 い ，　EFB ・尿素添加が土壌 の 有機物 分解，温

室効果 ガ ス 生成 に与 える影響 、および こ れらに関与する微生物 に つ い て調査した．【材料および方 法】イン ドネシ ア，マ

レ
ー

シ ア の ア ブ ラヤ シ プラン テ ーシ ョン 内 の 土壌 5g に対 し
，
　EFB 　O．5g （土壌重量 の 10％ ）， 尿素溶液 0．5mL ， 滅菌水

0．5mL をそれぞれ 添加 した試験区 を設け，30℃ ，暗所，好気的条件 の 下，　ll週間 の 試験管培養実験 を行なっ た．1週

間ごとに温 室効果ガス （メタン ，二 酸化 炭素 ，亜酸化 窒素）発 生量を測定 し，また，土壌 理 化学性 ，EFB 分解 に 関 わ る

酵素 ， 微生物群集構造の経時的変化を調査 した ．【結果】EFB （含水率 63．3％）の ±壌 へ の 添加 により，EFB 由来 の水

分 が加 わり，一時的 に 嫌気的な土壌微環 境が 引 き起こ され ，メタン 生 成 が 増 大 した ．特に ， 無機 質の イン ドネ シ ア 土壌

（全炭素 0．91％）で メタン 生成量が最大とな っ た，一方 で 泥炭 土からなる有機質の マ レーシ ア 土壌 （全炭素 479 ％ ）の 方

が ，二 酸化炭素放 出量 ・酵素活性 ともに高くな っ た．
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